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第２章  業務要件（想定ユースケース） 

3D デジタルマップは、法定業務や行政施策において利用するだけでなく、地域課題解決等の

行政と民間が連携する取組みや、民間事業・サービス、研究などの幅広い場面での活用が期待さ

れる。 

 ここでは、特に 3D デジタルマップの創成期として、短期的に実現が期待されるユースケース

を業務要件として整理する。 

 都各局の３Ｄデジタルマップへの期待 

2020 年度より都各局および区市町村へ実施している 3D デジタルマップへの期待に関する

調査結果を下記に示す。また、各期待をもとに、求められる 3D デジタルマップを整理し

た。 

表 ２-１ 都各局において求められる 3D デジタルマップ（2020 年度） 

局・部署 3D デジタルマップへの期待 求められる 3D デジタルマップ 

都市整備局 

都市計画課 

 行政業務のベースとなる道路データの

３D 化 

 国・都・区市町村の道路（３D、1/500 精度） 

 ３D 道路データと埋設管路・占用物件

の重ね合わせによる施設管理 

 埋設管路（３D） 

 占用物件（３D） 

 土地利用現況・建物現況の可視化  街区（３D 道路で構成） 

 土地利用現況調査結果（属性） 

 建物（３D、道路を含む３D 地形上に表示） 

 建物現況調査結果（属性） 

 地籍調査結果の可視化  土地（３D 道路等で構成） 

都市整備局 

交通企画課 

 都市施設の可視化  道路、公園、インフラ等の都市施設（３D） 

 建物（３D） 

 地形（３D） 

戦略政策情

報推進本部 

 センサーデータや移動・交通データを

重ね合わせるベースとなる高精細で地

下空間・地下埋設物も含めた３D 化 

 建物（３Ｄ、データ重ね合わせ箇所は屋根や

壁、出入口などが分かるレベルの詳細度） 

 都市施設（３D） 

 地下空間（３D） 

 地下埋設物（３D） 

建設局  精度が確保され、距離や面積計測が可

能な３D 化 

 地物名称（行政界、公共施設、ビル名称

等）の表示 

 点群データ（高精細、計測可能） 

 都市施設（精度確保された３D） 

 地名データ（２D、ラベル表示） 

港湾局  構造物・埋設物の一元管理・施設管理  構造物（３D） 

 埋設物（３D） 

交通局  地下の移動経路、段差のないバリアフ

リー経路の提供 

 地下空間（３D） 

 ナビ用ネットワークデータ 

水道局  地下埋設物の管理  地下埋設物（３D） 

 水道工事関連情報の管理（都以外の民

間工事を含む） 

 地下埋設物（３D) 

 工事箇所情報（属性） 

下水道局  浸水想定深の３D 可視化  地下埋設物（３D）※セキュリティ確保に留

意 

 浸水想定深（３D） 
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表 ２-２ 都各局において求められる 3D デジタルマップ（2021 年度） 

局・部署 DX への期待 BIM/CIM 3D デジタルマップへの取組・要望 

住宅政策本部 

住宅企画部 

企画経理課 

 都営住宅募集システムのオン

ライン化 

 不動産業に係る手続のデジタ

ル化 

 庁内他局での活用事例等について引き続き情

報共有したい 

建設局 

道路管理部 

保全課 

 都道において MMS による三

次元計測を実施（R3～R5 車道

部、R3～R7 歩道部） 

 道路空間における三次元計測

の活用を検討（「未来の東京」

戦略（2021 年 3 月） P.214） 

 

 

 

― 

交通局 

総務部 

企画調整課 

 デジタルツイン実現プロジェ

クトとは都庁前駅の 3D 点群

データ取得等で協力体制を構

築予定 

 デジタルツイン実現プロジェクトやその他都

の施策に対して、フィールドを持つ強みを活

かして協力したい 

下水道局 

計画調整部 

計画課 

 設備の安定稼働のための故障

予測技術として、故障予兆の

検知や予測を ICT により形式

知化する技術に取組予定 

 令和 3 年度は設計 4 本で BIM/CIM（図面の

3D 化）の導入を検討 

 地下構造物は図面の正確性に課題 

 既存図面を 3D 化しても試掘などによる確認

作業が必要 

 3D 図面に対する責任の所在の明確化が必要 
水道局 

建設部 

技術管理課 

・スマートフォン等を用いた簡

易的な測量による水道施設の

座標管理 

 地下構造物は図面の正確性に課題 

 既存図面を 3D 化しても試掘などによる確認

作業が必要 

 3D 図面に対する責任の所在の明確化が必要 
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表 ２-３ 都各局において求められる 3D デジタルマップ（2023 年度） 

局・部署 DX への検討や取組 DX施策と 3D デジタルマップの連携の期待や要望 

都市整備局 

都市基盤部 

交通企画課 

 

― 

 

― 

都市整備局 

都市づくり政策部 

都市計画課 

 

 

 

― 

・３D デジタルマップを利用可能へ（点群デー 

タ、都市モデル）。 

・３D デジタルマップによる土地利用現況調査 

・都市計画決定情報の 3 次元表現。 

 

政策企画局 

政策部 

政策調査課 

 

― 

 

― 

デジタルサービス局 

デジタルサービス 

推進部 

デジタルサービス 

推進課 

 民間提供ＭＭＳ点群データの

庁内事業検討活用。 

 民間プローブデータの庁内事

業検討活用。 

 点群データの庁内利活用環境

の検討・施行整備。 

 東京都が丸ごとデジタルマップ化されるため

に、現行の３D デジタルマップの中で空白部

分となっている箇所の補間に繋がるデータ・

要素（たとえば公共交通機関（鉄道・線路・駅

舎等）、港湾・空港等）の作成。 

 ３D 都市モデルを活用したユースケースの開

発。 

 
建設局 

道路管理部 

保全課 

・道路空間の三次元点群データ

で道路施設を立体的に再現し、

道路施設情報とのリンクで情

報を迅速に確認。今後、街路樹

情報を追加してシステム連携

の強化を予定。 

・三次元点群データで山間部地

形を立体的に把握し、崩壊跡地

や集水地形などの災害要因を

可視化した地形判読を行い、今

後の斜面点検に活用。 

 ３D デジタルマップ整備のために進めている

都内全域の航空機による三次元点群計測につ

いて、引き続きのデータ取得と定期的なデー

タ更新で鮮度を維持し、各局へ展開して貰い

たい。 

 

下水道局 

計画調整部 

計画課 

・３D デジタルマップへの下水

道管路のデータ提供（下水道台

帳情報システムを活用）。 

 

 

 地下情報の３D 化については本事業のほか、

PLATEAU や、国交省道路局が推進している

「地下埋設物の３D 化」においても同様の取

組が進んでいるため、似たようなシステムの

乱立は避け、統一的なシステムの構築を願い

たい。 

 

水道局 

建設部 

技術管理課 

・スマートフォン等を用いた簡

易的な測量による水道施設の

座標管理。 

 

 

 

― 

港湾局 

総務部 

企画経理課 

・R５年 9 月 1 日より、「離島港

湾情報プラットフォーム」ライ

ブカメラ映像の公開開始。 

 

 

 離島港湾 DX 事業の推進プロジェクトや、東

京みなと DX 推進プロジェクト等において、

３D デジタルマップや点群データについて、

必要に応じて連携を行うことを検討してい

く。 

交通局 

総務部 

企画調整課 

・お客様の声システムの再構築。 

 

 

 

 今後、費用対効果等を鑑み検討していく。 
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表 ２-４ 区市町村において求められる 3D デジタルマップ（2021 年度） 

アンケート調査項目 3D デジタルマップへの期待・要望 

都に期待するサービスの実装分野  利活用が想定される分野は、都市計画・都市再生、計画検討、防災

分野、環境分野、モビリティ、インフラ維持管理などが多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3D デジタルマップの精度、品質向

上にあたってのデータ提供 

 概ね提供可能であるが所管調整が必要、条件に応じて可能な範囲で

対応したい、個人情報保護の観点から精査が必要といった現実的な

回答が多い 

3D デジタルマップのデータ仕様

や更新頻度 

 更新頻度(データ鮮度)やデータ詳細度については、概ね５年に１度

の更新頻度、ＬＯＤ２を希望する声が多い 

 

 

表 ２-５ 区市町村において求められる 3D デジタルマップ（2023 年度） 

アンケート調査項目 3D デジタルマップへの期待・要望 

利活用が想定される３Ｄデジタル

マップの実装分野 

 利活用が想定される分野は、災害リスクの可視化、都市計画・都市

再生、災害シミュレーション、景観検討などが多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3D デジタルマップの精度、品質向

上にあたってのデータ提供 

 概ね提供可能であるが所管調整が必要、条件に応じて可能な範囲で

対応したい、個人情報保護の観点から精査が必要といった現実的な

回答が多い 

データ提供の際に想定される課題   市が作成した地形図をもとに作図したデータが多いため、町丁目、

土地、建物形状等にズレが生じるといったものや予算確保を課題に

挙げる回答が見られた 
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 想定ユースケース 

A) 想定ユースケース 

3D デジタルマップに先進的に取組む国内外の各都市における事例をもとに、行政業務及び官

民でのサービス開発にかかる想定ユースケース、求められる 3D デジタルマップを整理した。 

 

 表 ２-６ 想定ユースケースと求められる 3D デジタルマップ 

ユース 

ケース 
説明 求められる 3D デジタルマップ （参考）重畳データ 

都市活動の

見える化・

モニタリン

グ 

人流データや混雑状況、天

候、イベント、口コミ情報な

どの都市活動データを 3D デ

ジタルマップ上に可視化、行

政にとってはまちづくりの施

策に、民間事業者にとっては

予測によるリソースの最適配

置や収益改善に活用。 

・建物（まちの概観が分かるレ

ベル、テクスチャ付） 

・地形（テクスチャ付でまちの

概観が分かる） 

・属性別居住人口や交

通量などの需要デー

タ 

・人流、混雑状況、気

象等のセンシングデ

ータ 

・イベントや口コミ等

の投稿データ 

都市再生・

都市開発シ

ミュレーシ

ョン、景観

シミュレー

ション 

都市再生・都市開発、景観検

討のシミュレーションなど、

都市の将来像について、3D

デジタルマップを利用して

VR 等で可視化。地域住民と

のコミュニケーションツール

としても利用。 

・建物（屋根・壁面・低層部等

の細部含めテクスチャ付） 

・道路（3D、テクスチャ付） 

・道路沿道の構造物（3D、テク

スチャ付） 

・時間帯別の景観、日

影 

・高さ制限や眺望、意

匠等 

都市空間の

変遷可視化 

都市空間の変遷を、過去から

の時間軸の観点も踏まえて可

視化。３D デジタルマップ

が地物単位で作成されている

場合は、時間に関わる情報を

持たせることで、建物単位で

変遷を可視化することもでき

る。 

・建物（3D、テクスチャ付、建

設年） 

・道路（3D、テクスチャ付） 

・道路沿道の構造物（3D、テク

スチャ付） 

 

スマートプ

ランニング 

人の移動データ・行動データ

を 3D デジタルマップ上に可

視化、施設の最適配置や交通

施策、道路等の空間の再分配

の検討に活用。 

・まちの概観（3D メッシュ等で

全体を俯瞰できる） 

・建物（3D、分析対象エリアの

道路・通行路沿いは街並みを

再現するためにテクスチャ

付） 

・道路・通行路（3D、路面標示

等も再現） 

・道路沿道構造物・街路樹

（3D、概観レベルで再現） 

・人流、パーソントリ

ップ等の行動データ 

都市計画情

報 高度地

区の制限検

討 

都市計画情報のうち、高度地

区の制限高さに合わせてエリ

アを表示し、許可建物の確認

や、制限緩和の検討を行うた

めに利用する。 

・高度地区（３D） 

・建物（高さ精度を確保した３

Ｄ、見映えを求める場合はテ

クスチャ付） 

・地形（３Ｄメッシュ） 
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ユース 

ケース 
説明 求められる 3D デジタルマップ （参考）重畳データ 

建築用途現

況の把握 

３D 建物に建物現況調査結

果（用途）を付与して可視

化。 

現況把握し、次の都市計画検

討に利用する。 

・建物用途現況調査結果（建物

単位、用途情報） 

・建物（属性を付与できるよう

ベクトル化した３Ｄ、主要建

物は屋根形状を再現した方が

分かりやすい） 

・地形（３Ｄメッシュ） 

・背景地図（道路や敷地が色分

けで分かりやすい地図） 

 

都市施設管

理 

レーザ等で取得した高精度点

群データを用いて現況把握、

幅員や面積を計測。道路縁や

中心線ベクトルデータと重ね

ることで、より分かりやすく

道路を管理。路面性状調査等

の維持管理にも利用。 

・道路（点群データ、点群デー

タとベクトルデータの重ね合

わせ） 

・橋梁・トンネル・法面などの

道路施設（点群データ、3D ベ

クトル化） 

 

地下埋設物

管理 

地下埋設物が埋まっている概

ねの場所を把握する（埋まっ

ているか埋まっていないかを

把握する）。 

または、地下埋設物の場所を

把握し、工事の事業者間調整

の円滑化をはかる。（詳細な

現況を把握するためには地中

レーダ等による探査が必

要。） 

・地下埋設物の概況（配管の位

置、配管の種類） 

・地下埋設物の現況（レーザや

レーダによる計測結果） 

 

人口分析等

の政策検討 

人口や地価などの統計データ

（メッシュ）を３D グラフ

化し、地図上に可視化。 

複数年での比較など、分かり

やすく表現または、地下埋設

物の場所を把握し、工事の事

業者間調整の円滑化をはか

る。（詳細な現況を把握する

ためには地中レーダ等による

探査が必要。） 

・統計メッシュ（3D グラフ化す

るための属性値付与） 

・背景地図（グラフが分かりや

すくなるよう航空写真やシン

プルな地形図が適している） 

 

 

再生可能エ

ネルギーポ

テンシャル

シミュレー

ション 

建物の屋根や壁面の太陽光発

電ポテンシャルをシミュレー

ション。建物毎に可視化し、

再生可能エネルギー導入促進

につなげる。 

・建物（屋根形状、屋根の上の

面積の大きい設備形状が必

要） 

・地形（日影に影響する丘な

ど） 

・日射量データ 

・シミュレーション結

果（再エネポテンシ

ャル） 
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ユース 

ケース 
説明 求められる 3D デジタルマップ （参考）重畳データ 

浸水シミュ

レーション

結果の可視

化（時間別

浸水深） 

３D 建物に津波浸水想定区

域の時間別シミュレーション

データを重ね合わせ、住民の

避難行動の意識付けに利用す

る。 

・浸水想定区域（時間別、３D

表現） 

・避難所（２D、可視化したい

場合は３Ｄ表現） 

・建物（高さ精度を確保した３

Ｄ、避難所情報を付与して色

分けなどをする場合はベクト

ル化した３Ｄ） 

・地形（３Ｄメッシュ、5m 以上

の精度必要） 

・背景地図（分かりやすさのた

めにテクスチャ付 3D メッシ

ュモデル） 

 

浸水シミュ

レーション

結果の可視

化（地下街

を含む内水

氾濫） 

シミュレーションに利用する

ための地形モデル（地下街含

む）の提供、 

浸水状況を分かりやすく可視

化のために利用する。 

・建物：高さ精度を確保した建

物 

・地形・地盤高：浸水シミュレ

ーションに利用可能な精度の

地形・地盤高メッシュ（5m 程

度）、開発箇所は更新データの

提供 

・地下街：地下への流入口（地

上との出入口）、地下通路幅

員・天井高、階段、地下広場

等の面積のある空間 

 

浸水シミュ

レーション

結果の可視

化（外水氾

濫（津波・

高潮）） 

シミュレーションに利用する

ための地形モデルの提供、浸

水状況を分かりやすく可視化

のために利用する。 

・建物：高さ精度を確保した建

物 

・地形・地盤高：浸水シミュレ

ーションに利用可能な精度の

地形・地盤高メッシュ（5m 程

度）、開発箇所は更新データの

提供 

 

図上訓練で

の ICT 活

用 

災害発生を想定した訓練にお

いて、従来の紙地図利用では

なく、３Ｄデジタルマップを

利用。３Ｄ地形モデルや災害

撮影成果を利用して判断支

援。 

・地形（３Ｄメッシュ、写真又

は地形の陰影図） 

・建物（概観が分かるレベル） 

・道路・構造物（概観が分かる

レベル） 

・気象データ 

・災害箇所撮影データ 

豪雨時等の

浸水シミュ

レーション 

航空レーザ計測で取得した点

群データから地形メッシュデ

ータを加工し、時間（タイム

ラインと空間の双方からの災

害シミュレート高度化によ

り、防災 DX を推進する。） 

・建物：高さ精度を確保した建

物 

・地形・地盤高：浸水シミュレ

ーションに利用可能な精度の

地形・地盤高メッシュ（5m 程

度）、開発箇所は更新データの

提供、排水設備の能力 

・気象データ 

災害発生時

の被害情

報・地形変

化の可視化 

通行可能ル

ートの可視

化 

災害発生した際に、被害情報

や変化した地形情報の３Ｄデ

ジタルマップをプラットフォ

ームとして入力、可視化。復

旧・復興に利用。 

・地形（３Ｄメッシュ） 

・建物（概観が分かるレベル、

罹災証明等の被害状況査定に

使う場合は外形が必要） 

・道路・構造物（概観が分かる

レベル） 

・被害情報の投稿情報 

・車両のプローブデー

タ（通行できた場所

情報） 
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ユース 

ケース 
説明 求められる 3D デジタルマップ （参考）重畳データ 

密を回避す

るための人

流解析 

混雑度を計算するために、空

間容量（キャパシティ）と人

流カウント。混雑度を分かり

やすく可視化するために利用

する。 

・通路：地上・地下、高架下、

駅や商業施設の出入口なども

表現、階段・スロープ・エス

カレータがある可能性もある 

・建物：通路に沿った壁面が再

現されていればよいが、より

分かりやすくするためにはテ

クスチャがあった方がよい 

・構造物：人流の障害になる構

造物がある場合は取得 

・人流データ（カメ

ラ、センサー等で取

得したデータ） 

帰宅困難者

の避難誘導

分析 

建物内外の避難経路の可視化

や、避難経路の空間容量（キ

ャパシティ）の計算に利用す

る。 

・避難経路：地上・地下、建物

内外の通路、階段・スロープ 

・避難経路を構成する建物：建

物外形（中の避難経路を分か

りやすく表現するためにワイ

ヤーフレーム表現） 

・フロアマップ：避難経路を俯

瞰してみるためのフロアマッ

プ 

・構造物：避難の障害になる構

造物がある場合は取得 

 

モビリテ

ィ・自動運

転支援 

自動運転に必要となる高精度

ダイナミックマップとして作

成する。 

・高精度 3D 道路情報：路面、

車線、構造物 

・交通規制、道路工事 

・気象予報 

・事故、渋滞、周辺情

報（歩行者、信号） 

公共空間の

活用・ウォ

ーカブルな

まちづくり 

イベント開催者などが計画時

に使用しやすい公共空間マッ

プの提供。 

ウォーカブルなまちづくりの

計画の可視化、バリアフリー

ルートや小型モビリティ用ル

ートの可視化などを行う。 

・建物（公共空間に配置されて

いる建物（リアルなイメージ

が必要となるためテクスチャ

付で屋根や窓も再現）） 

・広場（テクスチャ付で再現、

段差を表現） 

・構造物（公共空間に配置され

ている構造物をテクスチャ付

で表現 

・ネットワーク（車いす用通行

可能箇所、歩行者通行可能箇

所、小型モビリティ通行可能

箇所などのマシン向けネット

ワーク情報） 

 

5G アンテ

ナ設置設計 

通信会社がアンテナ基地を設

置するにあたり、ビルや地形

による影響を分析。最適な配

置となるよう設計に利用。 

・建物（３Ｄ建物、高い建物で

屋上に伝搬遮断する可能性が

ある設備が配置されている場

合は、設備も３Ｄベクトルデ

ータ化） 

・建物属性：5G 電波の強さを分

類して付与・色分け表示 

・電波強度 

災害発生時

の被害査定

（民間サー

ビス） 

民間保険会社が、災害発生前

と後の３D 計測が可能な画

像データを利用し、建物の被

害査定を実施。面積や体積か

ら算定。 

・建物（面積や体積などの３D

計測が可能な建物。被害状況

が分かりやすいように、周辺

地形も含めた写真付が望まし

い。） 

・背景地図（写真付きの広域地

図） 
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ユース 

ケース 
説明 求められる 3D デジタルマップ （参考）重畳データ 

災害廃棄物

発生量シミ

ュレーショ

ン 

精緻な災害廃棄物発生量のシ

ミュレーションを実施する。 

・建築物 ・災害外力データ（震

度、液状化危険度、

急傾斜地崩壊危険

度、津波浸水深、焼

失棟数） 

開発許可申

請 

開発許可手続きにおいて判定

に必要な情報を 3D 都市モデ

ル上に集約し、判断の自動化

とオンライン化により効率化

する。 

・都市計画決定情報 

・災害リスク情報 

・道路（LOD2） 

・道路台帳要素 

・埋蔵文化財 

・消火栓 

 ほか 

ドローンや

市民協働に

よるインフ

ラ管理 

私有地にドローンが侵入しな

いように制御し、目視点検を

効率化する。 

スマホ向けアプリにより、市

民協働で画像収集し、樹木情

報を効率的に収集する。 

・都市設備 

・植生（LOD2） 

 

工事車両の

交通シミュ

レーション 

工事車両ルートシミュレータ

ー。道路周辺地物への干渉、

生活圏への環境影響を考慮。 

・都市設備 

・植生 

・点群（MMS デー

タ） 

※2023 年度更新 

B) B to C の観点による検討充実化の必要性 

社会的課題解決や公益確保に資する個別の想定ユースケースのほか、スマート東京（東京版

Society 5.0）、都市のデジタルツインの社会実装に向けては、データ流通社会における先端的サ

ービス実装やデータマネジメント、メタバースなど３次元の仮想空間を活用した各種活動の代

替・補完の最新動向など、新たな潮流も見据えながら、社会共通資本としての３Ｄ都市モデル

(Basic)から拡張した、技術革新・ユーザ寄りのエッジレイヤーを意識し、状況注視していくこと

も重要である。 

 

 図 ２-１ メタバースの登場を踏まえた３次元空間の活用に係る課題検討の例  


